
第 52 号
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
発
行

発
行
所

奈
良
県
神
道
青
年
会

電
話
〇
七
四
四̶

二
二̶

四
七
三
一

編
集
者

広　
　

 

報　
　

  

部

奈
良
県
橿
原
市
久
米
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三
四

祝
祭
日
に
は

国
旗
を

揚
げ
ま
し
ょ
う

奈
良
県
神
社
庁
内

平成２８年１月１日（１） 第52号

会　
長　
挨　
拶

花
房
兼
輔

青 垣

談
山
神
社
権
禰
宜

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
七
年
度
定
例
総
会
に
お
き
ま
し
て
大
月

前
会
長
の
後
を
請
け
、
図
ら
ず
も
会
長
の
重
責
に
就
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
談
山
神
社
権
禰
宜
の
花
房
兼
輔
で
す
。
も
と
よ
り

浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、
甚
だ
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高

山
・
神
田
両
副
会
長
は
じ
め
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
先
輩
諸

賢
が
築
い
て
こ
ら
れ
、
昨
年
度
記
念
す
べ
き
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
た
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
伝
統
を
汚
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
本
会
の
充
実
・
発
展
の
為
、
斯
界
の
尖

兵
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
べ
く
精
一
杯
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
は
日
露
戦
争
戦
勝
百
十
年
・
大
東
亜

戦
争
終
結
七
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
我
が

国
の
礎
と
な
ら
れ
た
尊
き
御
英
霊
に
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ

る
と
共
に
そ
の
御
顕
彰
の
為
に
、
啓
発
冊
子
「
大
和
の
国
よ
り

英
霊
の
声
を
」
と
靖
國
神
社
・
護
国
神
社
参
拝
啓
発
う
ち
わ
の

作
成
を
し
、
奈
良
県
護
国
神
社
・
近
鉄
奈
良
駅
行
基
像
前
広
場

に
て
配
布
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
に

好
意
的
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
終
戦
か
ら
七
十
年
が
過
ぎ
、
人
口
の
約
八
割
が
戦
後
生
ま

れ
で
あ
り
、
戦
時
中
の
記
憶
が
あ
る
方
と
な
る
と
か
な
り
少
な

く
な
り
ま
す
。
当
時
の
記
憶
や
情
報
が
人
々
に
偏
る
こ
と
な
く

正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
世
論
調
査
で
は
、

大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
た
日
を
知
っ
て
い
る
二
十
代
・
三
十
代

は
約
一
割
と
大
変
低
く
、
五
十
代
・
六
十
代
で
あ
っ
て
も
三
割

弱
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
で
し
た
。
こ
の
世
論
調
査
が
ど
れ

程
正
確
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
七
十
年
に
渡
り
多
く
の
日
本

人
が
教
え
込
ま
れ
て
き
た
歪
ん
だ
歴
史
観
の
呪
縛
は
大
変
根
深

く
、
私
達
も
知
ら
ず
知
ら
ず
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
九
月
に
は
「
我
が
国
及

び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛

隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
平
和
安
全
法
制
整
備

法
）
と
「
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施

す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る

法
案
」
（
国
際
平
和
支
援
法
）
成
立
し
ま
し
た
が
、
そ
の
成
立

ま
で
の
騒
ぎ
は
異
様
な
も
の
で
し
た
。
日
本
を
取
り
巻
く
環
境

や
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
肇
国
の
理
念
等
を
知
ら
な
い
人
々
が
悪

意
あ
る
言
論
に
流
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
法

案
が
成
立
す
る
と
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
無
く

な
り
、
あ
の
騒
ぎ
は
何
だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
達
に

も
よ
り
良
い
日
本
の
為
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
知
識
を
共
有

し
次
世
代
に
伝
え
、
実
践
出
来
る
会
を
築
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
皆
様
方
に
は
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

心
は
即
ち
神
明
の
舎
、

　
　

形
は
天
地
と
同
根
た
り
。

　
　
　
　

吉
田
兼
倶
『
神
道
大
意
』

み
あ
ら
か



　

会
長
の
任
は
解
か
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
四
十
歳
の
た
め
退
任
後
も
会
員

資
格
を
有
す
る
こ
と
も
、
退
任
し
て
も
社
内
の
後
輩
の
動
静
か
ら
会
務
状
況
を
把

握
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
更
に
は
五
十
周
年
記
念
誌
の
校
正
を
刊
行
直
前
ま
で

行
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
し
て
当
然
な
が
ら
繰
り
延
べ
に
し
て
い
た
社
務
も
あ
り
、

瞬
き
ほ
ど
の
寂
し
さ
す
ら
感
じ
る
こ
と
な
く
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
在
籍
時
と
い
う
よ
り
神
青
理
事
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
と
に
か
く
夢
中
で

活
動
に
勤
し
ん
で
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
で
は
卒
業
し
て
何
が
残
っ
た
の
か
。

多
く
の
得
難
い
経
験
と
、
か
け
が
え
の
な
い
同
輩
・
戦
友
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
長
と
し
て
は
、
四
十
周
年
時

の
平
岡
会
長
か
ら
持
田
会
長
ま
で
奈
良
県
出
身
の
会
長
で
繋
げ
ら
れ
て
き
た
奈
良

県
神
道
青
年
会
会
長
の
職
へ
、
殊
に
五
十
周
年
の
節
目
に
私
の
よ
う
な
外
様
が
就

い
て
良
い
も
の
か
と
、
自
問
自
答
し
な
が
ら
の
船
出
を
覚
え
て
い
ま
す
。
会
長
在

籍
時
の
二
年
間
の
長
か
っ
た
こ
と
。
濃
密
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

会
長
は
看
板
か
も
し
れ
ぬ
が
主
役
で
は
な
い
、
理
事
を
は
じ
め
会
員
全
員
が
主
役

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
力
の
結
集
で

完
結
す
る
こ
と
の
で
き
た
五
十
周
年
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
後
輩
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
、
偉
そ
う
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
何
事
に
も
臆
せ
ず
進
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
在
籍
中
に
は
国
難
と

云
う
べ
き
東
日
本
大
震
災
が
又
紀
伊
半
島
大
水
害
が
発
生
し
、
こ
れ
に
は
日
本
人

と
し
て
の
可
能
性
と
神
職
と
し
て
の
無
力
さ
と
を
同
時
に
味
わ
い
、
そ
れ
で
も
時

は
流
れ
否
応
に
も
前
を
向
い
て
歩
み
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
現
実
。
青
年
神
職
の
皆

さ
ま
に
は
、
我
々
の
「
稽
古
照
今
」
を
胸
に
、
前
を
向
い
て
確
実
な
る
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

今
し
か
で
き
な
い
経
験
を
。
悔
い
を
残
さ
ぬ
生
き
方
を
。

青 垣平成２8年１月１日 （２）第52号

会
長
退
任
に
よ
せ
て

平成27･28年度　奈良県神道青年会　組織図

大
神
神
社 

権
禰
宜
　
大
月
　
智

総会 理事会 花房　兼輔
会長

持田　照久
相談役

一木　真守
栗野　義典

監事

【神道青年全国協議会】

監事：持田照久
代議員：花房兼輔・神田憲明
時局対策員：花房兼輔

理事：花房兼輔・高山裕宇
相談役：持田照久
事業委員：栗野義典・樋口忠親

委員長：尾田交之
事務局：白沢宏臣
委員：野上裕司・坂口智紀

団長：神田憲明
事務局長：小嶋靖久
事務局員：大森啓史

委員：神田憲明・大森啓史

【神道青年近畿地区連絡協議会】 【皇居勤労奉仕推進委員会】 【かたりべまほろば】

【神宮大麻頒布推進委員】

出向理事

分掌　会則施行細則第 4 条による会務の分掌事項 行事予定

事　業　部
渉　外　部
組織教化部
広　報　部

企画・研修・社会奉仕・親睦に関する事項
神青協・近畿神青・友好団体との連繫協賛活動に関する事項
青少年団体教化・賛助会員に関する事項
機関紙並印刷物発行・街頭活動・対外的な広報に関する事項

親睦ゴルフ（11 月）　親睦スポーツ大会（年 1 回）勉強会企画（年 4 回目安）
神宮・京都・奈良三神青野球（5 月）　近畿野球（5 月）　南都聖和会（11 月）
神話紙芝居団かたりべまほろば（随時）
会報青垣作成（原稿写真依頼）　神宮神徳宣揚活動（12 月）

大月　智
直前会長

多田　佳史
事務局長

高山　裕宇
副会長

神田　憲明
副会長

　鉾　義嗣
事務局会計

上野　潤
事務局員

　井　春明
広報部長

井口　洋一
副部長

大神会員
部員

越智　康介
渉外部長

鈴木 健太郎
副部長

樋口　忠親
事業部長

平田　佳誉
副部長

小嶋　靖久
組織教化部長

大森　啓史
副部長

春日会員
部員

諸社会員
部員

橿原会員
部員



　

去
る
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
、

奈
良
県
神
社
庁
に
於
い
て
、
平
成
二
十
七

年
度
定
例
総
会
が
奈
良
県
神
社
庁
副
庁
長

樋
口
俊
夫
様
ご
臨
席
の
も
と
、
会
員
二
十

一
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
活
動
報
告
と
決
算

報
告
、
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
経
過
報

告
、
役
員
改
選
の
件
、
平
成
二
十
七
年
度

の
活
動
計
画
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
花

房
兼
輔
会
長
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

総
会
後
、
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
引
き
続

き
樋
口
副
庁
長
に
ご
臨
席
戴
き
、
懇
親
会

か
ら
参
加
の
十
名
も
加
わ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

総
会
で
承
認
さ
れ
た
新
理
事
役
員
と
組

織
図
は
下
記
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

多
田
）

青 垣 平成２8年１月１日（３） 第52号

奈
良
県
神
道
青
年
会
　
理
事
役
員

役　

職

会　
　

長 

花
房　

兼
輔　

談
山
神
社

副　
会　
長 

高
山　

裕
宇　

大
神
神
社

副　
会　
長 

神
田　

憲
明　

御
霊
神
社

事
務
局
長 

多
田　

佳
史　

橿
原
神
宮

会　
　

計 

髙
鉾　

義
嗣　

橿
原
神
宮

理　
　

事 

越
智　

康
介　

春
日
大
社

理　
　

事 

鈴
木
健
太
郎　

春
日
大
社

理　
　

事 

平
田　

佳
誉　

藥
園
八
幡
神
社

理　
　

事 

大
森　

啓
史　
往
馬
坐
伊
古
麻
都
比
古
神
社

理　
　

事 

小
嶋　

靖
久　

石
上
神
宮

理　
　

事 

髙
井　

春
明　

大
神
神
社

理　
　

事 

井
口　

洋
一　

大
神
神
社

理　
　

事 

上
野　
　

潤　

橿
原
神
宮

理　
　

事 

樋
口　

忠
親　

廣
瀨
神
社

監　
　

事 

一
木　

真
守　

春
日
大
社

監　
　

事 

栗
野　

義
典　

八
咫
烏
神
社

直
前
会
長 

大
月　
　

智　

大
神
神
社

相　
談　
役 

持
田　

照
久　
　

木　

火
雷
神
社
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奉
務
神
社

氏　

名

平
成
二
十
七
年
度

定
例
総
会

検索奈良県神道青年会



①
英
霊
顕
彰
冊
子
「
大
和
の
国
よ
り
英
霊
の
声
を
」
製
作

　

戦
後
七
十
年
を
経
て
、
実
際
に
戦
陣
に
赴
か
れ
た
戦

友
の
方
々
を
始
め
戦
争
を
知
る
世
代
の
方
々
が
年
々
鬼

籍
に
入
ら
れ
更
に
ご
遺
族
の
高
齢
化
も
進
む
中
、
如
何

に
し
て
戦
争
を
知
ら
な
い
次
世
代
に
戦
争
の
記
憶
と
英

霊
の
想
い
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
今
日
、
当
会
で
は
我
々
と
同
じ
く
奈
良
県
出
身

者
で
故
郷
を
離
れ
遠
く
戦
地
へ
出
征
さ
れ
散
華
さ
れ
た

方
々
の
遺
書
・
手
記
を
纏
め
た
冊
子
を
製
作
し
終
戦
の

日
に
あ
た
る
八
月
十
五
日
に
発
刊
致
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
手
に
取
り
や
す
い
Ｂ
５
版
カ
ラ
ー
８
頁
刷
り

で
製
作
。
若
者
を
中
心
に
日
頃
、
読
む
機
会
の
少
な
い

「
英
霊
乃
言
乃
葉
」
を
読
み
や
す
く
ル
ビ
を
入
れ
た
体

裁
で
編
集
、
読
ま
れ
た
方
そ
れ
ぞ
れ
が
「
先
の
大
戦
に

つ
い
て
」「
英
霊
へ
の
思
い
と
感
謝
」「
平
和
と
国
防
」

な
ど
に
つ
い
て
考
え
そ
し
て
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
趣
旨
で
発
刊
し
ま
し
た
。
巻
末
に
は
我
が
国

の
戦
歿
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
の
中
心
で
あ
る
靖
國
神
社
と

地
元 
奈
良
県
護
国
神
社
の
御
由
緒
を
紹
介
し
、
多
く

の
方
々
に
両
神
社
を
知
っ
て
頂
き
正
し
い
理
解
の
も
と

参
拝
を
勧
奨
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
で
は
八
月
十
五
日
午
前
、
奈
良
県
護
国
神
社
に

て
齋
行
さ
れ
た
県
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
の
参
列
者
約
四

〇
〇
名
を
始
め
同
日
午
後
及
び
十
六
日
に
は
多
く
の
通

行
人
観
光
客
で
賑
わ
う
近
鉄
奈
良
駅
前
で
約
三
〇
〇
〇

名
に
対
し
て
同
冊
子
並
靖
國
神
社
護
国
神
社
参
拝
勧
奨

を
記
し
た
特
製
の
団
扇
を
製
作
し
配
布
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
冊
子
を
受
け
取
ら
れ
た
方
よ
り
は
「
英
霊
の

遺
書
を
初
め
て
読
ま
せ
て
頂
い
た
。
英
霊
に
感
謝
し
平

和
に
つ
い
て
考
え
た
い
」「
護
国
神
社
に
参
拝
し
て
み

た
い
と
思
う
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
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大
東
亜
戦
争
終
結
七
十
年 

英
霊
顕
彰
事
業
実
施

た
こ
の
冊
子
は
十
月
二
十
六
日
の
奈
良
県
神
社
関
係
者

大
会
で
の
出
席
者
へ
の
配
布
を
始
め
、
県
内
各
支
部
神

社
に
も
贈
呈
し
各
神
社
御
社
頭
で
も
頒
布
さ
れ
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

　

尚
、英
霊
顕
彰
冊
子
「
大
和
の
国
よ
り
英
霊
の
声
を
」

は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.narashinsei

.com
/

の
ブ
ロ
グ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

是
非
と
も
ご
覧
下
さ
い
。

　

平
成
二
十
七
年
は
大
東
亜
戦
争
が
終
結
し
て
よ
り
七
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
大

戦
に
お
い
て
戦
場
に
散
華
さ
れ
祖
国
再
建
の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
顕
彰
実
施
し
ま
し
た
。
事
業
の
内
容

は
靖
國
神
社
及 
地
元
奈
良
県
護
国
神
社
へ
の
参
拝
勧
奨
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
会
員
一
同
力
を
合
わ

せ
次
の
内
容
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。



②
奈
良
県
護
国
神
社
に
お
け
る
奉
仕
活
動

　

当
会
で
は
平
成
六
年
の
創
立
三
十
周
年
･
奈
良
県

護
国
神
社
御
創
建
五
十
年
を
記
念
し
本
殿
脇
に
神
社

に
縁
の
椿
を
植
樹
。
以
来
、
春
秋
の
大
祭
に
お
け
る

祭
典
奉
仕
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
終
戦
七
十

年
の
節
目
と
な
る
こ
の
年
も
春
季
秋
季
大
祭
で
の
助

勤
奉
仕
（
典
儀
）
を
始
め
八
月
十
五
日
に
は
護
国
神

社
で
齋
行
の
英
霊
に
応
え
る
会
奈
良
県
本
部
主
催
に

よ
る
県
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
の
祭
員
奉
仕
を
さ
せ
て
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
典
に
は
神
道
青
年
全
国
協
議
会

よ
り
伝
達
の
玉
串
料
を
奉
奠
申
し
上
げ
花
房
会
長
と
持

田
相
談
役
が
参
列
致
し
ま
し
た
。
大
変
暑
い
中
で
の
祭

典
奉
仕
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
殿
前
齋
庭
に
は
沢
山
の

御
遺
族
崇
敬
者
が
ご
参
列
さ
れ
、
当
会
会
員
も
共
々
に

英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
の
直
会
で
は
水
団
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
皆
様
と
共
に
戦
時
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
十
六
日
に
は
護
国
神
社
境
内
に
於
い
て
地
元
自
治
体

に
よ
る
東
市
高
円
の
杜
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
当
会
運

営
の
「
神
話
紙
芝
居
団
か
た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」
の
公
演

を
実
施
、
今
回
の
演
題
は
「
や
ま
た
の
お
ろ
ち
」
で
、

心
地
よ
い
夕
風
が
神
域
に
流
れ
る
中
、
近
隣
の
小
学
生

を
中
心
に
沢
山
の
子
供
達
が
近
年
語
ら
れ
る
機
会
の
少

な
い
神
話
の
世
界
を
堪
能
し
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
終
戦
七
十
年
に
あ
た
り
天
皇
陛
下
に

は
特
別
の
思
し
召
し
を
も
っ
て
全
国
の
護
国
神
社
に

幣
帛
料
を
御
供
え
の
旨
仰
せ
出
さ
れ
て
お 

り
、
十
月

二
十
二
日
の
秋
季
大
祭
は
併
せ
て
臨
時
奉
幣
祭
と
し

て
御
齋
行
と
な
り
、
奈
良
県
神
社
庁
森
正
光
庁
長
が

献
幣
使
と
し
て
参
向
さ
れ
、
花
房
会
長
が
祭
典
典
儀

を
奉
仕
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
護
国
神
社
参
集
殿
の

一
角
を
お
借
り
し
、「
戦
歿
学
徒
顕
彰
パ
ネ
ル
展
」
を

開
催
。
こ
れ
は
前
日
十
月
二
十
一
日
が
明
治
神
宮
外

苑
陸
上
競
技
場
で
出
陣
学
徒
壮
行
会
（
昭
和
十
八
年
）

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
、
ペ
ン
を
置
き

学
業
半
ば
で
戦
地
へ
赴
き
戦
陣
に
散
っ
た
九
名
の
学

徒
英
霊
の
遺
影
、
遺
書
、
遺
品
等
の
パ
ネ
ル
展
示
を

通
じ
て
、
当
時
の
若
人
達
の
祖
国
を
想
う
心
を
学
び

慰
霊
と
顕
彰
の
真
姿
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
が
企
画
製
作

し
た
も
の
で
あ
り
、
当
日
は
多
く
の
方
に
ご
覧
頂
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
神   

高
山
）
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神
道
青
年
全
国
協
議
会

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　

去
る
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

の
両
日
に
亘
り
、
神
社
本
庁
・
靖
國
神
社
に
於
い
て

神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
ず
以
て
、
終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年
に
、靖
國

神
社
に
昇
殿
参
拝
し
、
英
霊
に
感
謝
の
誠
の
手
を
合

わ
す
時
間
を
得
た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
「
今
、
伝
え
る
べ
き
日
本
人
の
心
〜
戦
後
七
十
年

に
想
ふ
道
義
国
家
へ
の
布
石
〜
」
を
主
題
に
、
終
戦

七
十
年
に
あ
た
り
慰
霊
・
顕
彰
の
念
を
新
た
に
す
る

と
と
も
に
、
道
義
国
家
再
興
に
向
け
て
、
道
徳
と
道

徳
教
育
に
つ
い
て
学
び
、
先
人
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ

し
日
本
人
の
心
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

各
々
研
鑽
致
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
占
領
軍
に
よ
る
弱
体
化
政
策
に
よ
り
誇
る

べ
き
道
徳
教
育
が
解
体
さ
れ
、
倫
理
道
徳
観
の
乱
れ

に
よ
り
、
目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
事
件
が
多
発

し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
、
命
を
懸
け
て
日
本
の
為

に
散
華
さ
れ
し
英
霊
は
、
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ

る
の
か
…
。
現
代
の
日
本
は
、
明
治
維
新
の
頃
と
酷

似
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
人
に
は
、
世

界
か
ら
称
賛
さ
れ
る
美
質
が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
、

当
の
日
本
人
が
そ
の
事
に
気
付
か
ず
、
外
国
の
物
ま

ね
ば
か
り
し
、
良
さ
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

　

明
治
時
代
に「
教
育
勅
語
」が
求
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

今
の
日
本
に
は
道
徳
教
育
の
再
生
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
研
修
を
通
し
、
青
年
神
職
と
し
て
、
道
義
国
家

日
本
の
再
興
の
一
助
を
担
え
る
よ
う
、
良
き
伝
統
・

文
化
を
学
び
、
日
々
の
神
明
奉
仕
に
一
層
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
橿
原　

西
田
）

神
話
紙
芝
居
団

「
か
た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」

　
　
　
　
　
活
　
動
　
報
　
告

　

本
年
度
の
活
動
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
本
年
度
公
演
と
し
て
、
橿
原
神
宮
林
間
学
園

後
の
子
ど
も
会
に
お
い
て
の
公
演
と
、
春
日
大
社
所

属
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
夏
の
実

習
で
の
公
演
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
公
演
は
毎
年
の

恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
達
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
。
皆
熱
心
に
話
を
聞
き
、
喜
ん
で
い
る
よ
う

だ
。
今
日
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
神
話
を
子
ど
も
達
に
も
触
れ
て
も
ら
い
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
機
会
で
あ
る
の
で
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

　

八
月
十
一
日
に
は
、
近
鉄
百
貨
店
橿
原
店
に
お
い

て
、「
夏
休
み
こ
ど
も
博
ＩＮ
橿
原
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
で
紙
芝
居
の
公
演
が
あ
っ

た
。
公
演
は
午
後
か
ら
二
度
行
い
、
老
若
男
女
問
わ

ず
多
く
の
方
々
に
ご
覧
頂
け
た
。
神
社
会
以
外
の
依

頼
で
、
本
年
で
三
回
目
の
公
演
と
な
っ
た
。
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
先
方
の
担
当
者
よ
り
ま
た
来

年
度
も
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
今

後
も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
い
き
た
い
。

八
月
十
六
日
に
は
、
奈
良
県
護
国
神
社
に
て
「
東
市

高
円
の
杜
夏
ま
つ
り
」
の
参
加
者
に
対
し
て
公
演
を

行
っ
た
。
本
年
は
終
戦
七
十
年
と
い
う
節
目
の
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
事
業
と

し
て
護
国
神
社
で
紙
芝
居
の
公
演
を
さ
せ
て
頂
い
た

の
で
あ
る
。
夏
ま
つ
り
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
達

が
よ
く
集
ま
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
意
識
し
た
結
果
、
最
後
ま
で
興
味
を

持
っ
て
見
て
も
ら
え
た
。
予
想
し
て
い
た
よ
り
た
く

さ
ん
の
方
々
に
見
て
頂
い
て
こ
ち
ら
と
し
て
も
う
れ

し
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
団
内
の
活
動
と
し
て
、
公
演
の
質
を
よ
り
よ

く
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
練
習
機
会
を
増
や

し
こ
な
し
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
団
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
で

あ
る
の
で
、
団
全
体
で
懇
親
を
深
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
今
後
公
演
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
る
よ
う
な
体
制
に
な
れ
ば
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
紙
芝
居
で
神
話
に
ふ
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
励
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆

様
方
に
は
ご
理
解
頂
き
、
何
卒
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
多
く
の
公
演
に

お
い
て
お
世
話
頂
い
た
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
（
往
馬　

大
森
）
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今
期
（
平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
度
）
は
、
神
道

青
年
全
国
協
議
会
監
事
（
渉
外
委
員
会
・
事
業
委
員

会
担
当
）
を
仰
せ
つ
か
り
出
向
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
奈
良
神
青
定
例
総
会
の
折
、
井
上
先
輩
か

ら
「
神
青
協
監
事
と
い
う
役
職
は
非
常
に
重
い
役
だ

か
ら
し
っ
か
り
と
務
め
を
果
た
す
よ
う
に
」
と
激
励

を
戴
き
、
近
畿
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
南
坊
城
前
神
青

協
会
長
の
慰
労
会
に
併
せ
て
私
の
激
励
会
も
催
し
て

戴
き
、
前
期
と
は
又
違
う
緊
張
感
と
責
任
を
持
っ
て

出
向
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
定
例
総
会
に
併
せ
て
全
国
会
長
会
が
開
催

さ
れ
、
大
東
亜
戦
争
終
結
七
十
年
に
あ
た
り
十
年
前

と
同
様
に
靖
國
神
社
全
国
護
國
神
社
玉
串
料
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
又
、
六
月
に
は
神
青
協
初
と
な

る
海
外
慰
霊
事
業
を
実
施
、
八
月
に
は
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
硫
黄
島
訪
島
事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
年
の
翌
年
に
も
拘
わ
ら
ず
、
長
友
会
長
始
め
神

青
協
役
員
の
篤
い
思
い
で
非
常
に
大
き
な
事
業
が
多

く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
既
に
来
年
の
主
題

も
検
討
し
、
各
種
事
業
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
の
詳
細
は
神
青
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
神
青
協
通
信
で
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

神
青
協
監
事
と
い
う
立
場
で
予

定
者
会
議
か
ら
約
一
年
に
渡
り
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
目

に
は
見
え
な
い
重
圧
と
責
任
を
痛

切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
重
圧
に
押
し
潰
さ
れ
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
と
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
単
位
会
活
動

を
始
め
近
畿
地
区
や
神
青
協
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

神

青

協

出

向

報

告

　

相
談
役
　
持
田
照
久

神道青年会全国協議会大東亜戦争終結七十年記念事業パラオ共和国戦歿者慰霊祭

第 67回定例総会

全国会長会　明治神宮正式参拝平成 27年度夏期セミナー　靖國神社正式参拝

平成 27年度夏期セミナー
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〈
社
頭
説
明
〉

　

当
日
は
、
春
日
大
社
の
一
木
権
禰
宜
よ
り
、
鄭
重
な

ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

春
日
大
社
で
は
、
一
年
を
通
し
て
延
べ
二
二
〇
〇
回

以
上
も
の
お
祭
り
が
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

至
高
最
重
儀
の
祭
典
が
、
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い

る
「
式
年
造
替
」
で
あ
る
。
式
年
と
は
「
定
ま
っ
た
一

定
の
年
限
」、
造
替
と
は
「
社
殿
を
造
り
替
え
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
御
創
建
以
来
一
二
〇
〇
年
と
い
う

永
き
に
亘
り
連
綿
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
式
年
造
替
は

今
回
で
六
十
回
を
む
か
え
る
と
の
こ
と
。

　

造
替
に
伴
い
、
御
祭
神
は
現
在
、
移
殿
と
呼
ば
れ
る

「
御
仮
殿
」
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
御
造
替
完
遂
ま
で
古

式
に
則
り
、
日
々
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。

〈
正
式
参
拝
〉

　

神
様
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
移
殿
で
正
式
参
拝

を
行
っ
た
。
御
神
坐
の
外
に
は
、
六
面
神
鏡
と
呼
ば
れ

る
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
神
鏡
が
つ
り
下

げ
ら
れ
て
お
り
、
御
神
体
に
続
く
大
切
な
存
在
と
さ
れ
、

厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る
。

〈
一
四
〇
年
の
時
を
経
て
後
殿
の
公
開
〉

　

此
度
の
式
年
を
記
念
し
て
、
明
治
維
新
以
来
、
初
め

て
御
本
殿
の
後
方
に
位
置
す
る
、
後
殿
が
特
別
に
公
開

さ
れ
、
私
達
も
御
案
内
い
た
だ
い
た
。

　

す
る
と
第
一
殿
と
第
二
殿
の
間
に
は
、
白
い
漆
喰
で

塗
り
籠
め
ら
れ
た
磐
座
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
春
日
大

社
の
古
文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
、
正
に
「
神
秘
の

磐
座
」
で
あ
る
。

〈
継
承
の
意
味
を
知
る
〉

　

春
日
大
社
の
境
内
に
は
、
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
の
大
杉

が
あ
る
。
そ
の
根
本
か
ら
斜
め
に
伸
び
た
イ
ブ
キ
が
直

会
殿
の
屋
根
に
穴
を
あ
け
て
伸
び
て
い
る
事
に
気
づ
く
。

ま
る
で
木
を
生
か
す
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
廻
廊
で
は
勾
配
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。
説

明
に
よ
る
と
、
御
蓋
山
の
神
聖
性
を
と
ど
め
る
為
、
極

力
山
を
削
ら
ず
に
社
殿
を
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
と

の
こ
と
。
自
然
を
守
り
共
存
す
る
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
、
如
何
に
神
々
を
祀
る
と

い
う
行
為
を
重
く
受
け
止
め
、
今
日
ま
で
実
践
さ
れ
て

き
た
の
か
、
此
度
の
式
年
造
替
と
重
な
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
と
継
承
し
て
い
く
意
味
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た

気
が
す
る
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
私
達
青
年
神
職
に
と
っ
て
、
心

に
残
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橿
原　

上
野
）

う
つ
し
ど
の

う
し
ろ
ど
の

 

去
る
八
月
三
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
花
房
会
長
、

高
山
・
神
田
両
副
会
長
、
持
田
相
談
役
、
栗
野
監
事
、

多
田
事
務
局
長
、　

井
・
井
口
・
樋
口
各
理
事
が
出

席
し
、
が
ん
こ
橿
原
店
に
て
「
少
子
化
に
と
も
な
い

鎮
守
の
杜
が
果
た
す
役
割
り
」
を
骨
子
と
し
て
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
神
青
協

へ
出
向
さ
れ
た
持
田
相
談

役
が
二
年
前
に
自
民
党
若

手
議
員
と
の
懇
親
会
時
に

同
じ
奈
良
県
出
身
と
い
う

こ
と
も
あ
り
地
元
の
青
年

神
職
と
交
流
し
お
互
い
に

意
見
を
交
換
し
よ
う
と
い

う
約
束
か
ら
時
を
経
て
実

現
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

自
己
紹
介
を
し
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
国
政
や

県
下
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
将
来

に
向
け
て
意
見
を
交
わ
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
交
流
会
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
廣
瀨　

樋
口
）

　

第
一
回
勉
強
会
会
が
、
去
る
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
、
奈
良
市
に
鎮
座
坐
す
春
日
大
社
で
開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
春
日
大
社
で
は
、
式
年
造
替
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
意
義
深
く
研
修
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

第
一
回
勉
強
会
　
第
六
十
次
春
日
大
社
式
年
造
替
特
別
拝
観
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田
野
瀬
太
道

衆
議
院
議
員
と
の
交
流
会
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去
る
八
月
十
日
、
親
睦
家
族
会
が
開
催
さ
れ
河
合
町

の
大
和
川
河
川
敷
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
は
約
十
年
振
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大

人
四
十
四
名
、
子
供
十
三
名
の
計
五
十
七
名
と
多
く
の

方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

前
々
日
、
前
日
と
不
安
定
な
天
候
が
続
い
て
お
り
、

当
日
も
少
し
小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
す
ぐ
に
止
み
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
和
川
か
ら
涼
風
の
吹
く
中
、
親
睦
家
族
会
は
花
房

会
長
の
挨
拶
、
持
田
相
談
役
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

 

去
る
、
八
月
十
九
日
（
水
）
二
十
日
（
木
）
の
両
日
、

天
理
市
に
鎮
座
す
る
石
上
神
宮
に
お
い
て
奈
良
県
神
道
青

年
会
主
催
「
禊
鎮
魂
錬
成
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
近
畿
二

府
四
県
よ
り
二
十
六
名
の
青
年
神
職
が
集
い
充
実
し
た
研

修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

残
暑
尚
厳
し
い
中
で
の
研
修
で
あ
り
ま
し
た
が
、
石
上

神
宮
禰
宜 

森
好
央
先
生
（
神
社
本
庁
錬
成
行
事
助
彦
）

よ
り
同
神
宮
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
鎮
魂
行
法
を
ご
指
導
頂

き
、
ま
た
実
際
に
同
神
宮
拝
殿
に
て
鎮
魂
行
法
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
森
厳

な
る
境
内
で
の
時
間
は
と
て
も
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

 

同
じ
く
夕
朝
に
行
わ
れ
た
禊
行
法
は
、
布
留
山
の
清
水

を
汲
み
入
れ
た
禊
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
に
は
受

講
生
全
員
の
鳥
船
行
事
の
息
の
合
っ
た
声
が
響
き
渡
り
、

澄
み
切
っ
た
水
に
浸
か
っ
て
の
大
祓
詞
奏
上
は
大
変
清
々

し
い
く
、
こ
ち
ら
も
ま
た
日
頃
の
神
社
奉
仕
と
は
ま
た
趣

が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
有
意
義
な
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

ま
た
初
日
の
夕
刻
に
は
当
会
恒
例
の
勉
強
会
が
併
設
さ
れ

青 垣 平成２8年１月１日（９） 第52号

お
肉
ば
か
り
食
べ
て
い
る
人
、
野
菜
と
お
肉
と
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
て
い
る
人
、
食
べ
る
よ
り
も
飲
む
方
を
優

先
し
て
い
る
人
と
三
者
三
様
で
し
た
が
、
皆
々
が
炭
火

を
囲
み
思
い
思
い
に
談
笑
し
、
日
頃
の
社
務
の
疲
れ
を

忘
れ
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
様
方
同
士

で
も
交
流
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

会
話
の
弾
ん
だ
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
ス
イ
カ
割
り

や
花
火
も
行
わ
れ
、
私
達
会
員
だ
け
で
な
く
奥
様
方
や

子
供
達
と
い
っ
た
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
上　

刀
彌
）

親
睦
家
族
会

8/10

禊
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魂
錬
成
研
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会
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去
る
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
四
日
（
木
）
修
学
院
離

宮
に
於
い
て
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
三
十
余

名
の
会
員
が
参
集
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
残
念
な
が
ら
雨

天
の
影
響
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

清
掃
奉
仕
以
外
で
中
に
立
ち
入
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
宮
内
庁
職
員
の
方
の
特
別
な
計
ら

い
に
よ
り
、
離
宮
内
を
ご
案
内
し
て
戴
け
る
こ
と
に
な
り
、

大
変
有
難
く
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
紅
葉
が

深
ま
る
と
更
に
美
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
伺
い
、
機
会

が
あ
れ
ば
個
人
的
に
も
見
学
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
度
解
散
し
京
都
市
内
を
散
策
し
た
後
、
ホ
テ

ル
平
安
の
森
京
都
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
一
同
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
大
い
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
宮
内
庁
職
員
の

方
、
京
都
府
神
道
青
年
会
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
神　

新
海
）

て
お
り
本
年
は
終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
当
会
Ｏ
Ｂ
で
橿
原
神
宮
権
禰
宜
で
あ
り
元
陸
上
自

衛
官
と
い
う
ご
経
歴
の
金
澤
明
信
先
生
を
お
迎
え
し
て
講

話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

 
自
衛
隊
訓
練
時
代
に
於
い
て
、
自
衛
に
よ
る
緊
張
感
、

空
腹
感
等
で
極
限
状
態
に
置
か
れ
た
体
験
を
下
に
「
身
近

に
あ
る
幸
せ
に
つ
い
て
」
講
話
さ
れ
、
一
同
『
感
謝
』
の

精
神
を
再
認
識
す
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

毎
年
こ
の
研
修
は
一
泊

二
日
と
限
ら
れ
た
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
各
神
社

に
奉
務
さ
れ
る
方
と
同
じ

目
標
に
向
か
い
寝
食
を
と

も
に
す
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
次
年

度
も
開
催
を
致
し
ま
す
の

で
多
く
の
青
年
神
職
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

（
春
日　

保
尊
）

　

九
月
二
日
、
橿
原
公
苑
第
一
体
育
館
に
て
奈
良
県
神
社

庁
長
杯
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
橿
原
神
宮
に
奉
職
さ
せ
て
戴
い
て
か
ら
紙
芝
居
の

活
動
に
は
加
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
参
加
は
初
め
て
で
し
た
。

　

今
回
の
種
目
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
し
た
。
春
日
、
大
神

Ａ
・
大
神
Ｂ
、
諸
社
混
成
、
橿
原
の
五
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

総
当
り
制
で
行
わ
れ
た
試
合
は
、
私
が
想
像
し
て
い
た
以

上
に
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

運
動
の
不
得
意
な
私
も
と
て
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま

し
た
。
し
か
も
、
橿
原
チ
ー
ム
は
強
力
な
新
人
巫
女
の
活

躍
も
あ
っ
て
優
勝
（
大
神
Ａ
）
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
位
と
い
う
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
他
の
神
社
の
方
々
と
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
つ
つ
種
々
様
々
な
話
を
し
て
、
よ
り
交
流
を

深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
橿
原　

西
岡
）
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十
一
月
二
十
六
日
、
毎
年
恒
例
の
奈
良
県
神
社
庁
長
杯

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
奈
良
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
奈
良

市
）
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
よ
り
十
三
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
開
会
式
が
行
わ
れ
、
中
熊
先
輩
（
橿
原
神
宮
）
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
事
務
局
よ
り
大
会
の
案
内
、
ル
ー
ル

の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
葛
城
先
輩
の
始
球
式
で
幕
を
あ
け

た
。

　

当
日
は
雨
も
降
り
非
常
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
く
な

い
中
で
は
あ
っ
た
が
随
所
に
熱
い
プ
レ
ー
を
各
々
み
せ
て

い
た
。
実
力
を
発
揮
で
き
た
者
、
そ
う
で
な
か
っ
た
者
も

い
た
が
皆
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

続
い
て
表
彰
式
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
神
谷
先

輩
（
ネ
ッ
ト
７
６
．
２　

グ
ロ
ス
１
１
１
）
、
二
位
中
熊

先
輩
（
ネ
ッ
ト
７
７
．
０　

グ
ロ
ス
８
９
）
、
三
位
吉
村

先
輩
（
ネ
ッ
ト
７
７
．
２　

グ
ロ
ス
８
８
）
と
な
り
Ｏ
Ｂ

の
方
々
が
上
位
を
独
占
し
た
。
団
体
優
勝
は
大
神
神
社
チ

ー
ム
の
連
覇
と
な
っ
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
普
段
な
か
な

か
接
す
る
こ
と
の
な
い
諸
先
輩
方
、
ま
た
他
社
の
会
員
と

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義

な
大
会
と
な
っ
た
。
来
年
は
現
役
会
員
、
ま
た
橿
原
、
諸

社
チ
ー
ム
の
奮
起
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藥
園
八
幡　

平
田
）

青 垣 平成２8年１月１日（１１） 第52号

　

毎
年
恒
例
の
南
都
聖
和
会
と
の
合
同
研
修
・
懇
親
会
は
奈

良
市
内
で
行
わ
れ
る
事
が
多
い
と
こ
ろ
今
年
は
橿
原
市
内
で

開
催
さ
れ
、
橿
原
神
宮
の
格
別
の
御
配
慮
で
改
修
中
の
御
本

殿
を
拝
観
さ
せ
て
頂
い
た
。
御
本
殿
の
向
き
の
謎
、
幣
殿
の

い
わ
れ
や
祭
祀
形
態
の
特
徴
な
ど
詳
し
く
解
説
し
て
頂
き
、

外
か
ら
は
伺
う
こ
と
の
出
来
な
い
広
大
な
御
垣
内
を
じ
っ

く
り
案
内
し
て
頂
い
た
。
南
都
六
大
寺
の
僧
侶
の
方
々
に

は
国
家
の
宗
廟
に
篤
く
御
拝
礼
頂
い
た
こ
と
も
こ
の
上
な

く
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

引
続
き
橿
原
観
光
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。
日
常
生
活
の
こ
と
、
日
々
の
御
奉
仕
の
様
子

や
目
下
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
忌
憚
な
く
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、時
の
経
つ
の
も
は
や
く
盛
会
裡
に
中
締
め
と
な
っ
た
。

私
も
単
刀
直
入
に
質
問
し
て
み
た
。「
死
後
ど
う
な
る
の
で

す
か
」。
多
く
の
日
本
人
は
極
楽
往
生
を
信
じ
成
仏
の
た
め

に
多
額
の
戒
名
料
を
納
め
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。「
完
全
に
消
滅
＝
涅
槃
し
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
こ
の
世
に
あ
っ
て
衆

生
を
救
済
す
る
の
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
」。
仏
道
の
た
め

に
は
自
ら
地
獄
に
墜
ち
る
こ
と
さ
え
厭
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
強
靱
な
宗
教
心
に
た
だ
た
だ
目
の
覚
ま
さ
れ

る
思
い
が
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
神　

室
井
）

南
都
聖
和
会
と
の

合
同
研
修
・
懇
親
会

平
成
二
十
七
年
度
　
奈
良
県

神
社
庁
長
杯
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
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平
成
二
十
七
年
五
月
十
八
日　

恒
例
の
神
宮
・
京
都
・

奈
良
三
神
青
親
睦
野
球
大
会
が
京
都
府
、
岡
崎
公
園
軟
式

野
球
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
、
高
山
副
会
長
以
下
十
一
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

初
戦
の
京
都
戦
、先
発
は
近
畿
一
の
剛
腕
鈴
木
会
員（
大

神
）。持
ち
前
の
球
威
で
京
都
打
線
を
ね
じ
伏
せ
に
い
く
が
、

制
球
が
定
ま
ら
ず
被
安
打
二
な
が
ら
、
三
失
点
で
完
投
。

打
線
も
つ
な
が
り
を
欠
き
、
走
者
は
出
す
も
の
の
二
得
点

止
ま
り
で
、
二
対
三
で
敗
戦
。
ま
と
も
に
打
た
れ
て
い
な

い
だ
け
に
、
悔
や
ま
れ
る
敗
戦
と
な
っ
た
。

　

二
戦
目
の
神
宮
対
京
都
は
二
対
一
で
神
宮
が
勝
利
。
三

戦
目
は
神
宮
戦
、
先
発
は
今
年
か
ら
加
入
の
三
重
県
大
学

野
球
新
人
戦
最
優
秀
投
手
宮
崎
会
員
（
大
神
）。

　

前
評
判
通
り
の
制
球
力
を
発
揮
し
、
強
打
の
神
宮
打
線

を
無
四
球
、
被
安
打
三
、
一
失
点
で
完
投
。
打
っ
て
も
三

回
に
本
塁
打
で
二
打
点
。
五
回
に
は
橋
本
会
員
（
大
神
）

林
（
荒
神
社
）
の
連
打
で
一
点
取
り
三
対
一
で
勝
利
。
投

手
を
中
心
に
守
り
勝
つ
。
こ
れ
か
ら
奈
良
の
目
指
す
野
球

が
見
え
た
試
合
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
試
合
後
、

ホ
テ
ル
平
安
の
森
に
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
神
道
青
年
会
野
球
部
は
、
経
験
者
、
未
経
験
者
含

め
約
一
五
名
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
未
経
験
者
の

方
も
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
神　

林
）

 

参
加
者

　

大
神
神
社
・
・
・
高
山
・
鈴
木
・
橋
本
・
宮
崎

　

橿
原
神
宮
・
・
・
多
田
・　

鉾
・
上
野

　

諸　
　

社
・
・
・
神
田
・
平
田
・
林
・
刀
禰

　

　

去
る
六
月
十
一
日
に
雨
天
の
た
め
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
親
睦
野
球
大
会
改
め
、
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
和
歌

山
県
和
歌
山
市
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

各
チ
ー
ム
恒
例
の
野
球
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
へ
の
変
更
の
決
定
は
非
常
に
残
念
で
は

あ
っ
た
が
、
い
ざ
始
ま
っ
て
み
れ
ば
一
〇
〇
名
以
上
の
会

員
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

　

ま
ず
会
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、
近
畿
地
区
の
新
会
長

で
あ
る
長
谷
川
会
長
の
ご
挨
拶
、
ま
た
ご
臨
席
を
賜
っ
た

小
竹
参
与
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
長
谷
川
新
会
長
の
始

球
式
に
て
幕
を
あ
け
た
。
各
チ
ー
ム
野
球
で
培
っ
た
球
技

セ
ン
ス
で
次
々
と
ピ
ン
を
倒
し
ス
ペ
ア
と
ス
ト
ラ
イ
ク
の

山
を
築
い
た
。
我
が
奈
良
県
神
道
青
年
会
は
花
房
会
長
の

も
と
に
類
い
希
な
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
今
年
新

入
会
員
の
宮
崎
選
手
の
二
〇
〇
点
と
い
う
好
ス
コ
ア
や
女

性
陣
の
活
躍
も
あ
り
二
位
の
大
阪
府
神
道
青
年
会
と
は
非

常
に
接
戦
な
が
ら
見
事
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

　

大
会
後
は
紀
三
井
寺
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
は
や
し
に
て
懇

親
会
が
開
か
れ
、
他
府
県
の
青
年
会
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
懇
親
会
で
は
表
彰
式
と

単
位
会
ご
と
の
優
秀
選
手
が
発
表
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
来
年
も
、優
勝
旗
を
手
渡
さ
れ
た
花
房
会
長
の「
野

球
で
も
、
も
ち
ろ
ん
優
勝
し
て
い
た
」
と
の
強
気
の
発
言

通
り
野
球
で
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
和
歌
山
県
神
道
青
年
会
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
方
々

も
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　

  　
（
大
神　

橋
本
）

　
　

順　

位

 

優　

勝　
　

奈
良
県
神
道
青
年
会

 

準
優
勝　
　

大
阪
府
神
道
青
年
会

 

三　

位　
　

兵
庫
県
神
道
青
年
会

 

四　

位　
　

滋
賀
県
神
道
青
年
会

 

五　

位　
　

京
都
府
神
道
青
年
会

 

六　

位　
　

和
歌
山
県
神
道
青
年
会

 

（
橿
原　
　

鉾
）

10月29日に京都神青と野球の練
習試合を橿原市運動公園野球場で
行いました。結果は4対5で京都
神青の勝利でした。

9月18日に大阪神青と野球の練習
試合を橿原市運動公園野球場で行
いました。結果は14対0で奈良
神青の勝利でした。

7月13日に兵庫神青と野球の練習
試合を兵庫県西宮市の甲子園浜球
場で行いました。結果は4対8で
兵庫神青の勝利でした。

近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
親
睦
野
球
大
会

（
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

神
宮・京
都・奈
良

三
神
青
親
睦
野
球
大
会

京
都・大
阪・兵
庫
と
の
野
球
練
習
試
合

奈良×兵庫
4ー8

奈良×大阪
14ー0

奈良×京都
4ー5

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿
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（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
）

奈
良
県
神
道
青
年
会 

活
動
報
告
及
び
計
画

月 内　　容 場　　所日
4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年
1月

2月

3月

6日
同日
15日
16日
20日
23日
27日
同日
7日
13日
17日
22日
10日
11日
同日
17日
18日
22日
同日

24～28日
4日
6日
13日
24日
3日
5日
同日
同日
7日
10日
11日
15日
同日
同日
16日
同日
同日

19～20日
19日
24日

26～27日
27日
28日
4日
7日
同日
8日
15日
24日
28日
7日
同日
16日
20日
21日
22日
同日
同日
26日
29日
9日
13日
19日
26日
30日
2日
同日
5日
7日
同日

1日

19日
同日
27日

23日
同日
26日
同日
8日
同日
9日
同日

16～17日
17日

29日

第二十四回理事役員会（新旧合同）
会計監査
奈良県護国神社春季大祭助勤奉仕
神道青年近畿地区連絡協議会臨時役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第一回事業委員会
神道青年全国協議会第六十七回定例総会
平成二十七年度定例総会
同懇親会
神道青年近畿地区連絡協議会第五回役員会
第一回理事役員会
神宮京都奈良三神青野球大会
神道青年近畿地区連絡協議会第二回事業委員会
神道青年近畿地区連絡協議会第六回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会平成二十七年度定例総会
神道青年近畿地区連絡協議会ボウリング大会
神道青年近畿地区連絡協議会第三回事業委員会
公式ホームページ開設
第一回勉強会「春日大社式年造替特別拝観」
第二回理事役員会
神青協　大東亜戦争終結七〇年記念事業パラオ共和国戦歿者慰霊祭
神話紙芝居団「かたりべまほろば」第五十五回公演
第三回理事役員会
兵庫県神道青年会と奈良神道青年会の野球親善試合
神道青年近畿地区連絡協議会第四回事業委員会
田野瀬太道衆議院議員と奈良県神道青年会の交流会
神道青年近畿地区連絡協議会第一回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会顧問・参与会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」第五十六回公演
第四回理事役員会
親睦家族会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」第五十七回公演
終戦七十年英霊顕彰冊子「大和の国より英霊の声を」発刊
奈良県出身戦歿者追悼式助勤奉仕・参列
終戦七十年英霊顕彰冊子「大和の国より英霊の声を」・団扇配布活動
終戦七十年英霊顕彰冊子「大和の国より英霊の声を」配布活動
神話紙芝居団「かたりべまほろば」第五十八回公演
記念誌発行
禊・鎮魂錬成研修会
第二回勉強会　金澤明信先生講演「今ここに」
南坊城光興君神青協会長退任を労う会並びに持田照久君神青協監事就任を励ます会
平成二十七年度神道青年全国協議会夏期セミナー
奈良県神社庁例祭参列
神道青年近畿地区連絡協議会第五回事業委員会
第五回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第二回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第一回連絡会
神社庁長杯親睦スポーツ大会
大阪府神道青年会と奈良県神道青年会の野球親善試合
皇室関連施設清掃奉仕
皇居勤労奉仕青垣奉仕団第一回推進委員会
神宮大麻暦頒布始祭参列
神宮大麻頒布推進委員会出席
第六回理事役員会
「戰歿學徒遺書遺影バネル」展示準備
第二十一回全國戰歿學徒追悼祭奉仕・参列
奈良県護国神社秋季大祭助勤奉仕
「戰歿學徒遺書遺影バネル」展示
神道青年近畿地区連絡協議会第六回事業委員会
奈良県神社関係者大会助勢
京都府神道青年会と奈良県神道青年会の野球親善試合
南都聖和会との親睦交流会
第七回理事役員会
皇居勤労奉仕青垣奉仕団第二回推進委員会
奈良県神社庁長杯親睦ゴルフ大会
第三十一回近畿神社庁連合総会並びに大東亜戦争終結七十年英霊顕彰事業「近畿地区講演会」
神道青年近畿地区連絡協議会第三回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第二回連絡会
神道青年近畿地区連絡協議会第七回事業委員会
第八回理事役員会
理事役員忘年会
皇居勤労奉仕青垣奉仕団第三回推進委員会

会報「青垣」第五十二号刊行
神道青年近畿地区連絡協議会第八回事業委員会
第九回理事役員会
新春互礼会・創立五十周年事業慰労会
国旗掲揚推進一・二七御堂筋パレード
皇居勤労奉仕青垣奉仕団第三回推進委員会
神道青年近畿地区連絡協議会第九回事業委員会
第三回勉強会　五條市御霊神社参拝・藤岡家住宅見学
第十回理事役員会
神宮大麻暦頒布終了祭参列
神宮大麻頒布推進委員会出席
神道青年近畿地区連絡協議会第四回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第三回連絡会
神道青年近畿地区連絡協議会研修会
姉妹神青交流事業
神青協神宮研修会
奈良県神社庁神職・氏子合同研修会助勢
第十一回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会第十回事業委員会
神道青年近畿地区連絡協議会親睦ゴルフコンペ

春日大社
春日大社
奈良県護国神社
阿倍王子神社
敦煌
神社本庁
奈良県神社庁
橿原ロイヤルホテル
ホテルグランヴィア和歌山
大神神社
岡崎運動公園軟式野球場
和酒吟蔵
ホテルグランヴィア和歌山
ホテルグランヴィア和歌山
ラウンドワンスタジアム和歌山
大阪府神社庁

春日大社
春日大社
パラオ共和国
春日大社
橿原神宮
甲子園浜野球場
大阪府神社庁
がんこ橿原店
リーガロイヤルホテル京都
リーガロイヤルホテル京都
橿原神宮
大神神社
河合町　大和川河川敷
近鉄百貨店　橿原店

奈良県護国神社
近鉄奈良駅前広場
近鉄奈良駅前広場
奈良県護国神社

石上神宮
石上神宮
割烹　湖月
神社本庁・靖國神社
奈良県神社庁
敦煌
春日大社
京都ロイヤルホテル
京都ロイヤルホテル
奈良県立橿原公苑第一体育館
橿原市運動公園軟式野球場
修学院離宮
なごみ白木屋　桜井南口駅前店
奈良県神社庁
橿原神宮会館
橿原神宮
奈良県護国神社
若人の広場公園
奈良県護国神社
奈良県護国神社
敦煌
橿原神宮養正殿・神宮会館
橿原市運動公園軟式野球場
橿原神宮
大神神社
くいもの屋　わん　大和八木店
ＯＧＭゴルフクラブ
ホテルニューオータニ大阪
賀茂御祖神社
賀茂御祖神社・ＫＫＲ京都くに荘
酒場　岡村
春日大社大宿所
一条　東向通店

大神神社

大阪市

御霊神社
御霊神社
奈良県神社庁
奈良県神社庁
京都府
京都府
奈良県
奈良県
神宮会館
橿原神宮養正殿
橿原神宮

大阪府
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皆
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に
心
よ
り
厚
く
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げ
ま

す
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さ
て
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本
年
度
は
大
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亜
戦
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終
結

七
十
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を
迎
え
ま
し
た
�
戦
歿
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の
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い
犠
牲
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平
和
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今
日
を
過
ご
せ
る
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た
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持
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で
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に
な
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す
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自
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犠
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今
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に
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兎
﹂
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う
物
語
が
あ
り
ま
す
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あ
る
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�
倒
れ
て
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た
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・

狐
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に
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に
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し
た
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で
�
月
に
は
兎
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と
云
う
�
私
も

こ
の
兎
同
様
�
世
の
為
�
人
の
為
に
励
む
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で
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す
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ご
指
導
ご
協
力
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ま
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︵
広
報
部  

　
井
︶

新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介

①
昭
和
五
八
年
九
月
二
七
日

②
な
せ
ば
成
る　

な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

　

何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の
な
さ
ぬ

　

な
り
け
り

③
映
画
鑑
賞　

④
家
族
と
過
ご
し
て
い
ま
す

⑤
神
職
と
し
て
の
経
験
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
一
員
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
神
明
奉

仕
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴鹿　迪胤
すず  か　     みちたね

みやざき　     とも なり

高
鴨
神
社

①
平
成
五
年
一
月
一
二
日

②
世
界
に
不
要
の
も
の
無
し

③
音
楽
鑑
賞　

④
買
い
物
、
散
歩

⑤
青
年
会
の
活
動
で
、
お
役
に
た
て
る

　

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山口　響平
やまぐち　   きょうへい

大
神
神
社

春
日
大
社

春
日
大
社

もり やま       よし ひろ

①
平
成
四
年
七
月
四
日

②
整
理
は
能
率
を
高
め
る

③
写
真　

④
ド
ラ
イ
ブ

⑤
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

森山　芳寛
①
平
成
四
年
十
月
一
日

②
不
撓
不
屈
で
す
！

③
野
球
、
ゴ
ル
フ
で
す
！　

④
買
い
物
が
多
い
で
す
！

⑤
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を

　

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

　

す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

宮崎　智成

大
神
神
社

①
平
成
五
年
二
月
二
四
日

②
一
期
一
会

③
ダ
ン
ス　

④
ス
ー
パ
ー
銭
湯

⑤
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保尊　大輔
ほ  そん        だい すけ

①
昭
和
六
二
年
九
月
二
八
日

②
一
球
入
魂

③
釣
り　

④
釣
り

⑤
い
い
釣
り
場
を
教
え
て
下
さ
い
。

（
大
阪
府 

道
明
寺
天
満
宮
よ
り
転
任
）

林　　哲也
はやし　　　　てつ  やうえたに　　　よしふさ

そのいけ　　  ようへい

石
上
神
宮

橿
原
神
宮

大
神
神
社

①
平
成
五
年
二
月
三
日

②
日
々
是
好
日

③
野
球
観
戦
・
読
書　

④
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
料
理

⑤
知
識
・
経
験
供
に
未
熟
で
は
あ
り
ま

　

す
が
、
日
々
進
歩
・
改
善
を
心
掛
け
、

　

神
明
奉
仕
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

園池　庸平

①
昭
和
五
四
年
七
月
二
七
日

②
日
々
精
進

③
ド
ラ
イ
ブ　

④
娘
と
遊
ん
で
い
ま
す

⑤
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

（
京
都
府 

松
尾
大
社
よ
り
転
任
）

上谷　義房

青 垣平成２８年１月１日 （１６）第52号

①生年月日　②座右の銘　③趣味　④休日の過ごし方　⑤ひとこと
平成27年度入会

奈良県神道青年会　第１１回皇居勤労奉仕『青垣奉仕団』団員募集
　

こ
の
度
、
奈
良
県
神
道
青
年
会
で
は
、
第
十
一
回
皇
居
勤

労
奉
仕
『
青
垣
奉
仕
団
』
を
結
成
致
し
ま
し
た
。

　

皇
居
勤
労
奉
仕
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で
焼
失
し

た
宮
殿
跡
の
整
備
を
、
時
の
有
志
が
勤
労
奉
仕
を
申
し
出
た

の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
各
地
の
団
体
か
ら
も
同
様
の
申
し

出
が
あ
り
、
現
在
で
は
皇
居
及
び
赤
坂
御
用
地
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
団
体
、
職
場

の
仲
間
同
士
等
が
、
除
草
、
清
掃
、
庭
園
作
業
な
ど
の
奉
仕

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
日
間
に
わ
た
る
皇
居
・
赤
坂
御
用
地
の
清
掃
を
通
し
、

日
常
で
は
味
わ
う
事
の
出
来
な
い
清
々
し
い
気
持
ち
を
体
感

し
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
御
会
釈
を
賜
り
ま
し
た
折
に
は
、

青
垣
奉
仕
団
一
同
声
高
ら
か
に
「
聖
寿
万
歳
」
を
申
し
上
げ
、

御
皇
室
国
家
の
ご
安
泰
と
世
界
の
平
和
を
祈
念
致
し
た
く
存

じ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
皇
居
勤

労
奉
仕
へ
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
春
日   
白
沢
）

◎実施予定日　平成28年９月５日（月）～９日（金）を第一候補日として
　申請を致します。
【奉仕は６日（火）～９日（金）の４日間】
（上記日程にて奉仕団体申込多数の場合は宮内庁にて抽選が行われる為、
　日程が変更になる場合がありますので、ご理解の上お申し込み下さい）
◎参加費　　95,000円（予定）《交通費・食費・宿泊費等》
◎募集人数　30名
◎参加資格　年齢15歳以上75歳以下で、奉仕期間中健康に責任の持てる方
◎申込締切　平成28年１月末日（尚、定員集まり次第締め切らせて戴きます）
◎お申込み（お問い合せ）参加ご希望の方はお気軽にお問い合わせ下さい。

●等彌神社　〒633-0091 桜井市桜井1176　担当：尾田交之
 　電話0744-42-3377（FAX兼）
●大神神社　〒633-8538 桜井市三輪1422　担当：野上裕司
 　電話0744-42-6633　FAX0744-42-0381
●橿原神宮　〒634-8550 橿原市久米町934　担当：坂口智紀
 　電話0744-22-3271　FAX0744-24-7720

お  だ ともゆき

の がみゆう じ

さかぐちとも き


